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本部鳩帽のみ宗と地理問分布に関する研奪第 6報
底刺型遁惇子の地理的卦布
高 橋
l:緒 ・雷栽培大警は若干の野生型大多を-もふぐめ、凡て相互l二空雑可能で、完全な穂性
をもみつ雑種や形成じ、}見著しい多様性そ示す
t二かかわら歩、一般に染色樟的雪量異ぞ含んでい
ない合すまから、野生型から栽培型への費也そは
じめさし、栽婿大.'二於ける移しい生理、形思
的分化は、現在ぬ遺傷事的知識t二於ては、遺徳.
子突然賓異及び雑種形成による遺徳子事の型陸軍
にその原因そ蹄し得るこさ乏なろう D 縫って、
Vavilov<・I・的より夏t二一歩や嘩めて r>obzhall. 
uyt町の強調しているが如舎個々命遺憾子の
明度ぞ地理的に鮮担調査するこさは失望~I二於け
る品種或は品種群の分化賦況や毛?渇程、或は.
興った地域の品種群相互間の聞悌ゐ知る上t二多
少の寄奥す4所があろうす考えられる。
箸者は本邦大費夢F品種育種tじ二聞する基礎的知見
e必榊佳同得る此允4め払!h、Jカか、カか、る見地峨カJ
乎の地理的分布についτ調査中であるが、こ乙
に底剰の畏'f:.及び短毛型の決定iL開興する遺徳
子S及びsの地理的分布について賀料;a.得fこの
でさりまさめその大要ぞ報告する0 ・
2・材 料本調査は著者が現在ま?に蒐集
し得たものk主慢さし、なお諸種の女献じ現わ
れた調査結果をも参照してd待った。その大要は
そ欠の如ぐである白
日本〈樺太、沖縄、台測や含む):現在に於け
る各府鯨の艶聞品種及び在来種・・・・・・同8品種
朝鮮:奮各遁農事試験場及び各支揚より謹付
された主要.品種ー ・・，..・H ・206品種
膏糟智府般物検査所の御好意により金鮮に
わすこって設ザられた156出張所から失今そ
の附近に栽増されていた品種502試料の毒
付ぞうけ、 .これを爾来重量年間宮研質所で義
培・じそ句各試料の主植をなじている主系統
及びそ.の中に僅か宛混入してい七系統治分
離の上整理じfゴもの962合計1168品種
φ園:a・満州・! 克也及び熊岳城食事鼠職場よ
り議付そうけた品種及び浦州各地方に栽精
されτいすこ在来種・山・・1o品種
障 卒 . '
b・華北 膏主義北産業科製研究所その他
から港付された試料..，…12品種
c・筆中 揚子江下流(漢白下流}地域
及び京漢線、夢漢線沿織に於て著者の探集
成は観察したもの......105品種
m束、歓州及びロシヤ....~ 131品種
倫、きたの諸地域については夫今下記の文献
をも参照した。
西蔵:E. Aberg 1940 (1) 
印度:R. D. Bose 1930て11)，R. Freisleben 
1940 a (17) 
近東:R. Freisleben 1940 a (17) 
識:Bohmer 1911(10)， ;1.Becker 1927(7)， 
Pech 1933 (26)・Aufhammer1929 Qi)， ;1. 
A. Huber 1931 (22) 
英国:宜:Huntpr 1926 (23). G. D. H. Be1 
1937 (8) 
米国:E.A凶gand G. A. .wjehe H146 (2) 
弘底司自i型の区別ととれに閲する研賓の
概要 底刺は内覇の基都に着生する長さ 1-4
mDlの棒賦の捧官で、遁常その考慣が多少の
棋に蔽ゎhτいる。これは恥:hUla， Bssal 
brist1.等さよばれ、大多の，]、理め~第一，]、報を
除〈他の部分全植が遁化費Jitし允ものさ考えら
れる(高橋1944)C略的t.iにこの底刺はそこに著坐
する宅茸め形によめ畏毛型及び煙毛型め2型に
匝別される。畏宅型底刺は草細胞の栴々膜の厚
い、先端の尖った畏い宅茸ぞつけるもので、 A
型、Archet型ぐ英〉、在寮種型ぐ濁〉等さも坪ば
れる。一方、短毛型車刺怯一般に膜のうすい、
ご〈慢い細胞から成る宅宝きそっけ、事会かかる
細胞が2つ以上分枝般に蓮っているもので、 C
型、白l，evlyier型、被主fAA麿"1等さ呼ばれる。此
等長宅、短毛・型の区別は肉眼J!.tはルー ペによb
容易、 E、明確に行われ、爾者のや間型は見出
きれないIi>Ziegler (1911)畑 3はこめ地'¥:.1Z型
言帯する特殊な毛請やつける底刺型ぞ直別Lτ
いるが、一般iこは認められていJl.い。倫云この
底剰j上の毛茸は護頴上や穂舗の碕織に著生する
-12 - ca.僻究費事371C島第4量権 132-134頁 1941.)
毛茸の形さ全〈←致するのマ‘それじよっても
直射ができ、街、鱗被の毛ミも聞係があるさい
われる。
この形質は、雑種i二於て短毛型が長毛型i二撃す
しτ、軍.劣性三Lτ行動する事は多〈の人キ
.(Ubisch 1918，(40) Engl~dow1920.(16) Blarlnghem 
1921.向 島hiem加且 }923， (剖叫)H曲蜘εぽr1泊9.伺
Bobertson et a叫1.1白5却;冶Sigfu悶1鴻98側s却0叩n1 泊Eび伊〈伶~7)等〉に
より暗認されておの、著者も若干の吏雑lじ二於τ
これ4毎量認めf大之。この封立遺侮子さをの組滑性遺
徳子さの聞には漣鎖聞係が認められ(B;or1924， 
~O) ROQerison et回1.1932，'1'9) Sigfuss.OI. 1929，(87) 
等)， ，Rote:由加等(1941)¥30)じよって大要の第平
漣鎖群に属する S及びs遺惇子ざしτ統一記載
されτいるロ維つ℃長宅型底刺をもっ品種はs
-"i>、短毛品種はss-"i>有するものさ見倣され、こ
め際大多では内 Iテロ少品種の存在以顧慮する必
要がない。
この底fJJ型の 11別は.初 Neω司~nard(188'8)1均
じより鷲見され、 Atter~l"!;等めいわゆる Svalöf
事祇iこょっτ夫妻の分類への路用が試みbれ y
， 大。併しながらA悦erberg(1899)的自身も認めτ
ドる童日ぐ 1品種内或は 1在来系統中，にこれら雨
型の底劇p~種キの割合l二混じでいるこさがPro­
c})I¥Zka (HJ01).同区阻，bersky(1903)，¥均Schwind
く19(8)，(町Broili0908 b )(13)等i二より中欧、北
散の多鍛の品種に於で~察されh 錦に品種分類
上の特性三 Lての慣値が疑われh。併し大糧19
HI年頃以降の文献では品種は、長、短毛の何れか
め型に明瞭lこ臨別され戸でいる(酪hmer1911，川
Beeker 1927σ1等)0 これは恐ら〈系統分離育
穫の聾謹の結果によるものであろう。さはい
え現在じ於ても純粋の長毛、短毛型の外l二爾者
を種キの程度じ混じた品種が相官あるロ著者は
.Aberg及び Wiebe(1946)¥1)の如ぐ、大多品種の
分類はり長調、短モ型lまび量、短混合型の'
3型t二便宜上分つこざるナ遁嘗さ考えている。
オモ調査i二於ては、併し、長、短毛混合品種は
その品種中i二短毛型 Cs遺体子〉や保有してい
るさいう意味に於て純粋畳毛型三樹比し、純短
毛型品種25同様に取扱ったD 肉、ゆ散の品種i二
ついては、属病j型の恒別の明瞭i二行われるiこ至
つに時代以後の結果を参照iL4h 
ゐ底刺型の地理的分布
正1)世界l二於ける大差F品種の底事IJ長:毛型及び短
く133)
宅型の地理陶分布の概況
世界の各地域i二議埼され宅いる由来句明治、会
約 2400品種じっき調査した長宅型及び蝿毛型
(長、坦毛混合型.:a含む)品種の地域別比較督責
度は第1表の加ぐである。
第1表世界に於けB大要の底刺長毛く8)
型及び短毛(s)型め品種頻度
場 iZ品|ザ
*1 的 8 1 
州 1 15 1 
織 1 19 1 1∞ 
皮 I 34 I 
短宅謹t
'‘ 8 
2 
80 
0 
0 
0 
9 
日
東 l'靭
誠
事
足1:
印
~I ア 7 量(:.スタシ
ィ， ν 19 16 〆81 
.1イラタ 1
甫|ギ， v ヤ
-1 ~ oー 8 50 50 
欧 I'7 ， ::-ス
奏、濁、蘭
.，.::-..，ータ
，、 νガ，-
欧|チ且ヅ 2
申
~6事 70 30 
:!;米;J|
?
? ? ?
? 66 
?
?
??
71 
26 
短毛盟中に1長、短混令型品種主「含む
第1表じよれば短毛品種は芸事事、著書中及び西
蔵には全ぐなし又、朝鮮、日本及び印度i二於
ても比較的稀で、此等の諸地域では殆ど量毛型
品種のみじ限られτい:!o而してilt東地1i・に於
て短毛型の頻度はやや高〈、敵州、ロシャ、就
中北敵i二於て特iこ高ぐなるロそして此等の地域
では長宅及び短宅型が常に共存しτいる事が判
る。向、東廷でも満州!のみは敵州亨同様短毛型
が著じぐ多い。北米の品種は大部分がIX洲、北
脚J、~束i二由来したか或は夫等の交雑種で東亜
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産のものはごぐ少Uのであるがも此等は肱洲さ
閑猿i二高い短宅型の頻度を示し~ている。
こ・れ~要する iニ長宅型、卸ち、 μ 自IH事予lま著
し〈普通的で世界句洞1A&に於τも見られる』こ反
し.短毛型、即ち、その針ヨti性遺徳子 s1ま敵
~Iをp中心さする地域l二首長在する。これ令換言す
れば庚汎な優位遡健子Sの分布域内tこ劣性遺体
予sが成る局限されに地域に震観的t二分布して
いるさ見なされる。その結果さ Lて叉逆に東.ili.
でほ長宅型l!Ijr...ヵ、昆られないざいう事置が註
目される。
(2)底刺型さ皮練性並びtき穂型、ざの開係
Va"il仰 (1925)<剖〉は練多が京南ケジアのφ心
tこ陵生しず三事者F指摘しており、 FreisloiJ司民(Hf~O
り;1!)色榛?Jfが東洋に特i二多い事者F報告してい
る.著者の調査しに材料でも、練~の大部分は
東恒産のものに属するo~τ、とこに見出され
に短毛型品種約3UOについτみるi二その殆ど全 '
郁は皮多であって、裸多は調査綿章貴乃i4中僅カ、t二
2品種に過ぎない。そφ中1は長、短混合型で'
明会、i二交雑じよ占生じすこものである。 Atterberg
， (1899)<りの調査じ?ニ鰍州及びアぜシニア産のこ
蜂及び四角の襟多は 1め例外ぞ除き凡τ長毛型
である。これらの結果は短毛型への費異が皮穿
じ起ったこさぞ明示?るさ共i二、一面東廷には
かかる襲異の生じなヵったか哉は少〈さも国定
分布しなかったさの前遮の善玉置や側面的に裏付
げるものである。
ヨJc.l二、長毛及び短毛型の押存している敵州及
'ぴ米国の品種i二ついて、種キの穂型別嗣底刺型
的傾皮~調査しすこσ
第2表面k州及び米国産大若手品種t二於ける
穂型別長短毛底刺型の頻度ー
~IL ld J1 
高 敵 I " 
P lIt: I 22 
化 園町
1色
合計
旬皇室耳関%
第q表によれば六俊疎穂、'いわゆる四角種じ，
於て短毛型の頻度が特に高〈凡毎金腫の2/3に
.建するに反し、六傑密穂及び二保種-dl主短宅事
はlf.3~1/41二すぎない。
ー
(3)東廷に現存する腕型及び畏・財混合費
品種の由来
a) 日本樺太、牽潤をふ〈む日本各地のコ~ ， 
望f'ま殆r凡て長毛型で、短毛或は畏、短毛混合
型は金値の8%、39品種にすぎない。その全部
は皮多であるが、 こーれらは来歴i二よめきたの3群
に分大れる。
(i)撒米よりの強ス;品種
晶珊~ 現殺培地 原産}IlI(原<<)
札幌大角樽末、北海道スzーデV
(Erhatt-Fr吋・ric量回n)
阜生四角北海道フイνヲシド
(Tammi) 
辱主主穴角北海道 7~ シ， ν ド
(Olli) 
岩手メシシ且
アリ -11按 岩手.検問抱米一調洲系
(lf・nsury震はManchuria)
(ii)短毛品種さの雑種(-1)或は雑種さ推定さ
れるもの〈ロ〉
(0 ・晶漏~ 現銭感地 摘 襲
北大 9 披北海道
ν...~ 1Iー{短毛)x ゴー舟唱，..;.<メ 0:.'
E式契E北里か 綿棒2鍛C長短混)x三.. 
勝 関 n 、三厩x~直長(短1)
大亘 書事富山
六角シバ)}:-C短)~符録原生
水 府茨頃 犬正~(短)x関取垂鯵
要如4三宮・大分・
燃本・宮絹・山口 大iUHIl)x谷風
火葬新1重量新潟 大JE~事〈鑑)x毒患路羽1.
く圃) 六角 S〆 ~9-
東京tこ於てν.，':-9ー よ h生子、自然交鎗
秋槽ν...~ 9 -- 北海道
ヰ包海道で酎型車稽としてo具
(iii)来歴不詳
品目 |蹴帥l晶雷名|現桝海 l
樽太在来 樽 大 組事倖2.濡 .w， 
大筒犬養 私海道 細書草 3貌 N 
縫 勝 事k 国 細碍2.唱r 署長
. R 山 形 二本三 新 海
みやこ 宮 域 沙山型車 台 • 
雲不知 曹 .A型震計l〈鴻ぬ保存温}
三尺車窓長
、ー
M型春犬君臨( 〉" N 
姻 ヨE山形、長野 A 型三月〈 ， 
- 14- (134) 
.司、
ニ~外宮城l2[ 91主{スボンず品ユーム×腰巻〉
岩手大~3慌に大:}I.3 蹴×鴻巣 56蹴〉時ある
が、前者lま雨親何れも連毛型、後者は雨親の底
刺型不明o ー
この結果じよれば(i)及び〈り群の品種20は
我国t二在来のものでないこさは確貨であるロ而
して、来歴不詳の19中、最後の 2~を除き他の 17
品種につい丈みるi二ヨたのような共通の特徴があ
る。
， 1. 何れも皮~四角種であち o 2.樺太、北悔遁
東北等の我園の章受北地方，ピ主さして分布する0
3.殆r凡て長短毛混合型であろo 筒、此唱の
中にも欧州方面、耳X;Il叉近東地方~(華蝿沙山種〉
.より輸入されたさ推定されるもめがある。
b)朝鮮朝鮮の短毛及び長、短屯混合品種
〈系統〉は僅かじ雪7、‘全腫の2..3%1ニすぎない。
試総揚聞係の試料はきたのu.である。
鏡波六角、狗尾塁手(威北〉狗の尾、利原在来
型山在来、在来~ン忠・仇慶源在来、 j市型、
五畝四石、合〈以上最街長北鮮支指)ぷ角ジ
パリ-~卒南、卒北〉、 7lt原1了披〈西鮮支揚)
此等の品種は四角成は四、 31角混合型であり
その地域は北鮮、殊tこ威鏡南L北道で凡て春婚
品種であるD 街、水原u就はゴールプνメロシ?
×根川より脊成された脊矯二保種で喝る占
次じ各i地から集めたl 系統i二dいてみる弘、
彊毛型は14であって、保等は主さして四角で
ある。街、賊鏡南、北遁及び卒南その他の地方
の12系統lミ明かに春矯品種である白此の外の2
系使中 1はご:.;集藤穂で，.1<.原tど続さ推定され、他
の1は試料中t二敷位混入していたものであっで
虞C栽婿されているものではない様である。
とれそ要するi二朝鮮め短毛品種は 1品種を除
き全部反事でー四角或は四、・六角混合若しぐは
こ僚政穂であり、大慣に於て北鮮その他の春矯
《地帯tこ分布じτいる。而して、北鮮の皮委文は
盟毛型の頻~は鮒70%にも建していP:rJ
c)満州・l満州の大要は凡で春矯品種である
が、その80%まで長短毛混合或，;t1短毛型で‘夫
等の穂型は凡τ四角であるa
ら考 察本調査の結果から、底刺に長毛
を主主ぜしめる慢性S遺倖子は世界各地に替と分
指し、その劉立遺俸子 s，ま肱州、ロシヤ等の地
域もに二踊宅在tl::-ているニさaを?知つf究さが-これtはま穂め
世界的iじこ虞〈分布じ?たこ野守
域内 iに二於て突然轡異によめ短宅め R 憩漕:~俸摩子が生
じ、その後その頻民がi新府L、文、ぞiの分:布域
J:e強大ιて現在見6るる如きR及びちの重複じ
た地域そ部分的に形成じfこもので5考えるのが至
宮であろう D 値むこの際現存のs遺俸子が日産1
回の突黙費異i二由来したものであるか、或は現
存め地域じp、かる突然費異がくりかえし&払
夫等が多元的t二費麗し・たがは苓明で百って、こ
の動日ついては大多の如き作物に閉する集圏遺
修事的研究そ必要ざする。?さが、その何れにも
壱ょ、1:記の昔日き免解からすれば優性遺憾その
費群地冶推劫するこさは全キ不可能であ旬、唯
劣性費異的方・は、その昂地的分布紙思から、戎
寝度その聾群地の推測が許される。
短毛型はようやぐ J88f年に鷲見されに色めで
あり、従って、歴史的にその起原ぞ知る事はで
きないー現在の賦想では欧州北部にその頻度が
高しそして皮婁四角種に他の穂型のものより
特に多ぐこの型が含まれている。 A悦t-r~~ (18 
99)13)によれば、嘗時北敵や濁乙、才一ス畢事
‘ャ、フラエィスめ四角種は短宅型が主で、アフ'
ヵ、スペ 4ン産のものは喪毛型であったD 備、
ご傑疎穂は長宅型じ若干の短毛型そ混じτおり
ニ俊密穂では畳宅型が主であったさ記しτいる
が、これは本調査の結果さ大恒一致しでいる官
以上の結果から、北欧或は中欧に於-t皮~四角
種じこの突然費異がます写生じ七〈或は他の穂型
のものよみ平ぐ、或は更に頻繋に〉ものさ推測
される。街、敵州じ於τ二候種の虞ぐ分布すtる
目前 f大悟、 1fl世記ごろ以前、に於て久しぐ皮
要四角種が最も普通に裁培されてド?とこさ(7.別〉
はその推測の可能性ゼ裏付けるものであろう自
主党に東置の大多は大樫長宅型がその主慢をな
しτいるが、治州、北鮮及印日本の1制二短宅.
~品種が見出ぎれるロこの糊11及'"北鮮の短若
型品種iま何れも春矯型皮多であり、その穂型そ
の他の特牲に於て欧州、ロシヤのものさ類似性
が高い艶等から考えて、恐ちぐ北敵方面より轍
入された'~のさ推測される o
決に日本の場合に於て、短毛型品穫の傘.
iま直接散米より由来した系統に属するこさがほ
(135) ・ごの~-....デシメロ ν は恐~< IX正ゴールデyメロ;.r(ν 同リー系疎二織)el1われる。 ー1~-
ゆ明かであり、その他のものに誠ても分布や穂
型専の醐係からみZ同様i二肱米から輸入されに
ものさ推測されるロ倫、こh¥ユ闘する別の誼嫁
i二ついて他の機曾じゅ令るこさ、する。而して
日本の揚合じ於て毒事帰型のみなら今、高度秋機
性品種が多数含まれているこ"$"//.注目きれる。
a上l二於て、東亜に現存する短毛遺体子・は闘K
~I二由来した二さや推測しすこD こ、 ι、我々は
我嗣t二於て東北、北海道i二は、その地域以南の
ものさ異今唱歌州系の春婦及び秋播品種が可な
りよぐ遁臆して庚〈栽培されるこさじ注意すべ
きで、これ!ま貰際栽培に於ける偽種の濯俸のみ
なら歩、交雑育種i二宮り、親品種の選定上i二も
献すべき重玖甜であるさ思紗九円 ' 
本研究は女郎省科$院it研究i{による黛鏑同1部
rあ轟。湖握助金奥えられた省局tこ射し深謝する。
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